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経済財政諮問会議

郵政民営化に関する論点整理

はじめに

（

郵政民営化は、明治以来の大改革であり、改革の本丸である。その効果は、

財政、行政のみならず、金融、物流等の関連産業にまで及ぶ壮大・深遠な改革

である。大きな困難を伴うが、郵政に手をつけずして官業の改革はない。「民間

にできることは民間に」との方針の下、「官から民へ」の転換を図り、日本経済

を活性化するためには、郵政民営化は避けて通れない改革である。諸外国の経

験等に学びつつ、改革を成 し遂げなければならない。

郵政民営化については、昨年 1 0 月以来、経済財政諮問会議において、特に

郵政公社の機能の面に焦点を当てて検討を加えてきた。これまでの検討内容は

概要以下のように整理される。

今後は、本論点整理を受け、国民との対話等を通じて幅広い意見を集約しつ

つ、五原則に則って民営化後の具体的なビジネスモデルや組織のあり方等につ

いて検討を加え、本年秋頃を目途に最終報告をまとめる。

星営地金羞義

・ 郵政公社は、窓口ネットワーク、郵便事業、郵便貯金、簡易保険という4 つ

の重要な機能を担う存在であり、民営化を通じてそれぞれが市場で自立でき

るようにすることを通じて、

一事業間の適切なリスク遮断を行いつつ、それぞれの機能が十分に発揮さ

れることによって、良質で多様なサービスが安い料金で提供できるよう

になり、国民の利便性を最大限に向上させる

一郵政公社に対する「見えない国民負担」を最小化する。現在免除されて

いる預金保険料等を支払い民間同様の事業を行うことによって、効率化

が促進され、税金を払える存在になる

一特殊法人等の公的部門に使っていた資金を縮小させ、国民の貯蓄を経済

活性化につなげるとともに、財政の健全化を促す

といったメリットを実現するべきではないか

・ 民営化によって、民間企業とのイコールフッティングを確保するとともに、

並行して経営の自由度を高め、既存の事業や組織の効率化と成長事業への進

出の双方を積極的に進めることにより、収益力を高めていくべきではないか



生卿 皇五直
〔 寒ロネッ トワーク】

・ 幅広いサービスの提供の拠点としてすべての国民が利用可能な状態を維持

しつつ、窓口ネットワークの効率化を進めるべきではないか

・ 民営化後も引き続き、郵便・郵貯・簡保のそれぞれのサービス提供の窓口と

しての役目を果たすべきではないか

・ 国民の利便性のためにも、事業展開の自由度を最大限に高めて、多様な事業

形態の導入や、窓口で提供するサービスの多様化を進めるべきではないか

・ 多様なサービスを扱えるようにするためにも、窓口ネットワークのガバナン

スを強化し、情報やリスクの管理を強化すべきではないか

〔 郵便事業〕

・ 廟存の郵便事業には効率化の余地が存在することから、最大限の効率化が必
要ではないか

・ 郵便のみならず物流にも進出して、郵便・物流事業を総合的に辛がけるよう

になるべきではないか

・ 世界に通用する総合的な郵便・物流事業への成長を目指し、アジアの物流市

場等の国内外の成長市場に戦略的に進出するべきではないか

〔 郵便貯金・簡易保険】

・ 民営化を通じて、郵政公社の金融分野における経験・能力を踏まえつつ、利

用者のニーズに十分応えることのできるビジネスモデルの確立を目指すべ

きではないか

・ 民営化後の郵便貯金・簡易保険のビジネスモデルの検討に際しては、事業展

開の自由度とイコールフッティングの度合いは表裏一体であることを踏ま

えつつ、以下の点に十分に配慮し、郵政公社の有する膨大な資金が民間金融

システムに円滑に統合されるようにすべきではないか

－規制改革等の金融改革の進展との整合性の確保

一地域・社会への貢献と金融機関との競争・共存のバランス



・ 郵便貯金・簡易保険の民営化が財政構造改革を妨げることのないよう、以下

の点に十分に配慮するべきではないか

一財投改革、政府系金融機関や特殊法人等の改革との整合性

・ 国債の安定消化への童献

・ 民営化前の預金・保険については、民営化前と同等の水準の保証を継続する

とともに、適切に運営すべきではないか。一方、民営化後の新規の預金・保

険に対する保証については、民間と同等の扱いとし、適切に運営すべきでは

ないか

星塾出塁塵且去

・ 2 0 0 7 年に民営化を実施する。ただし、民営化に伴う資金量の大幅な変動

の可能性や、今後 1 0 年で相当数の職員が定年退職すると見込まれるととも

に、マクロ経済や財政の状況の改善が見込まれること等を踏まえると、最終

的な民営化の姿を実現するまでには移行期間（5 － 1 0 年程度か）を設ける

べきではないか。また、移行期間においては、最終的な民営化の姿の実現に

向けて出来ることは一挙に実施するとともに、定期的に民営化の進捗状況を

レビューすべきではないか

・ 2 0 0 7 年の民営化までの期間を準備期間と位置づけ、この期間の重要性に

鑑み、郵政公社と政府の双方が、この期聞から民営化を視野に入れた戦略的

な取り組みを始めるべきではないか

・ 準備期間、移行期間、最終的な民営化の姿を実現する時といった段階に応じ、

経営の自由度やイコールフッティングの度合い、国の関与のあり方等を考え

ていくべきではないか。また、そうした段階を通じて、民営化の進捗や関連

する制度の改正等を全体として適切に管理することにより、現在郵政公社が

抱える困難な課題に適切に対処するとともに、金融市場等の関連する民間市

場や財政制度等に混乱を生じさせないようにするべきではないか

・ 提携、買収等も含め良問企業の経営資源やノウハウを積極的に取り込むこと

等を通 じ、収益力のあるビジネスモデルを構築すべきではないか

・ 郵政公社の職員の雇用に支障を来たさないようにするためにも、安定した経

営を可能にすることが必要ではないか。また、民営化に際しては、職員のモ

ラールと労使関係の安定に配慮すべきではないか

・ ユニバーサルサービスについては、定義やイコールフッティングとの関係を

含め引き続き検討し、必要とされるサービスについては、その提供が可能と

なる枠組みを確立すべきではないか



［垂垂直］

郵政民営化の検討に当たってのポイント

平成 1 5 年 1 0 月 3 日

経済財政政策担当大臣 竹中平蔵

官業の民間開放の頂点である郵政民曽化が日本経済に与える影響が極めて大

きい点を踏まえ、「郵政三事業の在り方について考える懇談会」報告書の内容を

尊重 しつつ、以下の原則に則って、あらゆる論点に配慮 しながら、予見なく検

討を行っていく。

Ⅰ． 基本原則

⊥」亡皇垂幽 遠塵速達進也皇室週土星（活性化原則）
（ 経済の活性化に資する形で、郵政三事業を実物経済及び資金循環の両面に

おける民間市場システムに吸収統合する）

旦」魁馳 豊全蛙旦土也た塾星重畳皇（整合性原則）
（ 金融システム改革、規制改革、財政改革等との整合性をとる）

旦⊥＿．旦塁上三越 塵量査丑皇（利便性原則）
（ 郵政が国民や地域経済のために果たしてきた役割、今後果たすべき役割、

利便性に十分配慮する）

旦」整数馳 二星皇道旦圭旦盤至塾重量盟主
宅資源活用原則）

（ 郵便局ネットワーク等が活用されるよう十分配慮する）

腰凱⊆蛙ゝ＿土全塵塵重量（配慮原則）

Ⅱ検討スケジュール

1 6 年春頃 中間報告（主要論点の整理・ 集約）

秋頃 最終章艮告
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ミかーく‖T屯令和軸堕匪・駄南′旺照e監《哨eへート」トヰ

。叫胡（壁山耶）棚ポeく
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り
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平成 1・6年第 16 国

語閉会議提出資料

郵政民営化の意義について

－今、なぜ郵政民営化か一

平成 16 年 7 月 27 日

牛尾 治 朗

奥田 一 項

本間 正 明

吉川 洋

郵政民営化は、財政、行政のみならず、金融、物流等の関連産業にまで及ぶ

苦至去漂警芸芸訟漂諾認諾㌫芸諾詔諾芸誌、 r
国民の理解を得ながら改革を進めることが重要である。

1 ．塾虫垂墓皇監旦登遡 蛮地

我が国の郵政事業は、明治以来の長い歴史を有し、世界に誇れるサ

ービスを提供してきた。郵政事業が日本の経済・社会の発展を支え

る制度的なインフラとして、重要な役割を果た してきたことは否定

できない。

しかし、どのような制度も、それを取り巻く環境の変化に合わせて、‾

それが果たす役割が変質することは免れず、新しい環境に合わせて

霊芝霊宝芸冨誌諾芸芸子芸誌誌 特に矧こおける民間の企 （
■業・金融機関の目覚しい発展は、日本の経済成長の原動力となって

きた。その結果、民間が提供する金融サービスが広範に普及するよ

うになり、郵貯や簡保を全国的に提供する必要性が失われてきてい

る。また、け革命に代表されるように、通信・輸送手段も急速な発

達を遂げてきた。その結果、郵便事業に代替するサービスが存在す

るようになり、郵政事業を国営企業として、特典を与えながら運営

をする必要性が薄れてきている。

さらに、資金の流れという観点からも、■公的部門に資金を集中し政

策的にそれを投下するのではなく、民間部門での自由な利用に委ね

ることが、日本経済の一層の発展にとっては重要になっている。我

が国の郵政事業は、国営事業としてのあり方を見直し、民営化する

q n



なかで、新しい役割を見出すべきときに来ている。

すでに郵政民営化の大きな流れは、ドイツを始めヨーロッパ諸国を

中心に急速に進展しており、民営化された事業者は、国際的な進出

を含め、ダイナミックな展開を見せ始めている。我が国は、こうし

た国際的な動きから、大きく取り残されようとしている。また、国

内でも、財政投融資改革や政策金融改革の取組が進んでおり、この

時期にあわせた民営化が求められている。

こうした環境の変化を受けて、我が国においても速やかに郵政民営

化を実現する必要がある。準備期間が必要であることを考慮すると、

民営化の基本方針については直ちに決定することが必要である。

2 ．重臣逸民監土⊆退三旦皇皇土星吐益

郵政事業を民営化することによって、国民は様々な面で利益を享受すること

になる。

（ 1） 旦ユ土皇ユと便丑1な皇匝虫垂蓋旦皇現

郵政事業として提供されている 4 機能（窓口サービス、郵便事業、

郵便貯金、簡易保険）に対 しては、国営の公社であるためにさまざ

まな制約が課されている。また、効率化のインセンティブが不十分

なため、経営内容を見ても、効率性の面で民間に比べ劣っている。

郵政民営化が実現すれば、経営の自由度が拡大し、郵便局がこれま

で行っていたサービスに加えて、地域ニーズに対応 したより幅広い

サービスの提供が可能となる。民営化されたドイツでは、郵便局で

2 0 余のサー．ビスを享受できる。加えて、民営化によって、効率化の

インセンティブが大幅に高まることになる。郵政民営化が実現する

ことによって、良質で多様なサービスが安い料金で国民に提供され

るようになる。

（ 2） ＿土星基金凶乱藍色盟⊥良三量出土ヒ呈払亀

郵政事業は、国営事琴として、税負担が免除されているほか、預金

保険制度等への加入義務もなく、郵貯や簡保には政府保言正が与えら

れている。また、財政投融資への預託には優遇金利を適用された。

こうしたことは、国民が「見えない国民負担」を負っていることを

意味している。このような特典は、もちろん民間企業・ 金融機関に
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は与えられておらず、郵政事業の競争条件を民間に比して著しく有

利なものとしている。

郵政民営化を機に、「見えない国民負担」が最小化され 民間との競

争条件が公平なものになることによって、健全な競争が促進され、

民間にも新たなビジネスチャンスが拓かれることになる。また、「見

えない国民負担」を通じて郵政事業に固定化されていた資源が解放

され、税収増などを通じて、資源を国民経済的な観点で利用できる

ようになる。

（ 3）大豊馳
郵政事業は、民間の資金を集中し、財政投融資を介して、政府系金

融機関等の公的部門を中心に運用されてきた。しかし、これは公的

部門の肥大化と非効率化を招く一方、民間活力の発揮にとって必要

な資金の供給を制約するようになっている。郵貯・簡保の規模は、

それぞれ民間の金融機関・生保を大きく凌駕するに至っているが、

市場経済を中心とする先進国にあって，これは異常な事態と言わざ

るを得ない。

郵政民営化は、民間の資金が自由な判断の下で運用され、民間での

利用の拡大を意味する。これによって、民間部門の活性化が促進さ

れることになる。

3 ．塁幽 蓋星
以上のような利益を国民にもたらす郵政民営化について、早急に基本的な方

針が確立されなければならない。経済財政諮問会議は、5原則の下に本年 4 月に

取りまとめた「郵政民営化に関する論点整理」を踏まえ、今夏の集中審議を経

て、本年秋頃までに郵政民営化の基本方針を策定することにする。

つウ



平成 16 年第 16 回

語間会議提出資料

ユニバーサルサービス義務について

平成 16年 7 月 27 日

牛尾 治 朗

奥田 碩

本間 正 明

吉川 洋

ユニバーサルサービスについては、「郵政民営化に関する論点整理」において、

定義やイコールフッティングとの関係を含め引き続き検討することとされてい

る。郵政民営化に関する最終報告の取りまとめにおいては、以下の考え方に基

づく整理が必要と考える。

1 ．墨壷迫皇左五

・ ユニバーサルサービス義務は、全三塾剋且童に、良質なサービスを里＝塾金

宝皇退室易丘剋且亘主出 生金宝塩盤することを義務づけることである。国民
生活の基礎的インフラを提供しているが独占の生じやすい電気通信、電力、

ガス等の公益産業で義務づけられてきている。

・ 経済効率の観点からは、こうした義務を課す範囲は生霊星山阻地 、
かつ経済社会や技術の発展に応じて皇姐 鎚生血塾生旦ニビ基盤塗監に三
上ユ三重艶姐 皇壬i皇＿生皇である。
・ 具体的には、ユニバーサルサービスを課すためには少なくとも以下の条件

が満たされることが必要である。

①且豊旦国民皇道上出 であること（例えば、電力、電話等
は、健康で文化的な生活を営むために不可欠なサービスである。）

②見遣出 基盤他旦裏芸畳旦よ＿三三土盆丘蛙塩監皇払三上1包吐こと
（ 公益産業の多くでユニバーサルサー ビスが課されている背景には、独

占が生じやすい事業であることがあげられる。）

2 ．A 盛鑑毎盟主左五

郵政事業の 4 機能毎に、上記の基本的考え方に基づいて整理すると以下の通

り。なお、当面は窓口ネットワークにおいて、 3 事業のサービスを一体的に提

供することが経営的に必要と考えられる。

＝）登壇

・ 郵便は、基礎的な通信手段の一つとして日常生活に不可欠なサービスであり

かつ、現状において民間が提供する代替的なサービスは一部にとどまってい

3 3



るため、民営化後においても、乱皇艶地 ヱ三
と遡盛夏と考えられる。ただし、IT 革命等により、世界的に通信・輸送手段

も急速に発達していることから、ユニバーサルサービス義務の範囲は不断に

見直すことが必要である。

・ なお、万国郵便条約においても、ユニバーサルサービスが規定されており、

これへの対応の観点からも、ユニバーサルサービスを維持する必要がある。

（ 2 ）皇匡壇監全量

・ 郵便貯金等は、国民生活に不可欠なサービスであるが、上鎚迫と全三色地盤に⊇弘1工蝉 1亀ため、現状におい
ては、民間金融機関のない過疎地域等への配慮は必要としても、郵便貯金等

のユニバーサルサービスを義務づける必要性は乏しいと考えられる。

主要諸外国においては、郵便局における金融業務については、行っていない

国もあり、行っている国でも郵便貯金等をユニバーサルサービスと位置づけ

ている例はない。

（ 3 ）適易鹿逸

・ 簡易保険は、国民生活にとって重要なサービスであるが、ほとんど全ての

塾盛丘塵上1三星置金堂亀鑑度会造型皇ニビ去戯剋且亘態と考えられ、ユニバ

ーサルサービスを義務づける必要性は乏 しいと考えられる。

・ 主要諸外国においては、簡易保険類似の事業は例がない（民間保険の受託

販売を除く。）。

（ 4 ）塁旦主上上ヱ＿＝乏

・ ユニバーサルサービス義務については、上述の条件を参照 しつつ、多様な

サービスを提供する窓口ネットワーク自体ではなく、それが提供する盟主辺土ニヒ星毎」に二出 皇である。・ 郵便盟主⊇△二土地二地 盤重盗塞旦主上上之二乏
については、郵便事業に応分のコスト負担を求めつつ維持されるべきである

（ ただし、郵便のユニバーサルサービス維持のためには、郵便ポス ト網と民

営化会社の集配機能の維持が最重要であり、それ以上にどの程度の窓口ネッ

トワークを維持することが求められるかについては、フランチャイズ制の活

用などによる業務の外部委託の可能性を含め精査が必要である。）。

・ なお、窓口ネットワーク自体については、効率化を進めつつ、過疎地域等

への配慮等塵辺査遡貞盟畳に里塵亙三＿とが艶王寺される。

q 」



3 ．呈三∠ユニ空也±ニビ玉里∃＿左上

（ 1）畠鼠垂監査葦地 歴塾
一般信書便事業については公社が事実上独占しており、これが郵便のユニバ

ーサルサービスのコスト負担を支えてきたと考えられる。民営化後は、ユニバ

ーサルサービスを維持しつつ民営化会社の経営効率化を極力進め、これとあわ

せて、一般信書便事業への参入規制を緩和していくべきである。

（ 2）圭墓見地 皇塵藍
民間事業者との間の競争条件を均等化するとの観点からは、郵便事業のユ

ニバーサルサービスのコス トが他の事業に転嫁されないよう、事業間の内部

補助を排除するための枠組みが必要である。また、郵便事業の経営の影響が、

他事業に波及しないように、適切なリスク遮断措置を講じることも必要であ

る。
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′レJ刈畑軸心り呼称柵≠光軸掛蔦eへ－ト」トヰ

眼型南呼称仕り一群塾e虻増e鯛′±＃朝雌〓淋

（鮒蛸岨総e眼世態）

。岬二レ」長袖弛糾仰

↓ヨ眼【り一定豆粒制′コ娼卜長仙他紙り一ヤ無ヤ離

匝制令伽椒叫頚城叢ノ着用′匡∃′望眼型南

心り岬禽獣小↓岬．長袖虻

繁り一針蔦匡刈増野篭へートエトヰ眼型南′坐＃朝

。二村心村世」妄

｛】胡J増山瓜レこ∩リー堕曽e型コ冊e咄世智者

′叫¶当別「叫咽爪刊嘲判明叫淵山朝e野糧N

。こ世心招態妄±胡

J他出桝り一団制＞史郎鳴椒哩型南⊃叫り一吋

り山崎食倒㌣¢紳船舶欄′母心小虻砂糖緋呼

称姫藍‖芯妄り缶内糖雑巾も蟹‖一P朗叶哨

淋心烏叶－淋野－淋鵬程′望＃令状十〓粧

（眼仙畢斎）
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一心Y潜り一缶加W咄噂

－咄巴嘩肘N雌廿抽′母心岬木耳煙り南東e糖坦諒蛸砿匝′り一匹せ∽e雌け寸L心烏雌けO「唱絆望虫南・

Y柴十抑制頚－巴莞「心る虫南○

【神職】

（巴轡∽寸N一雌廿S r唱絆）

朴聴埜（帥畢型南外甥）襲撃南世巴糀缶内（鵬荒′匪撮）襲撃前世〓林崎二レ」心胡諾壁‖一雷光宙・

叶聴呼叫り】胡諾継宙e型蘇○

（巴些OSの霜雌廿S「唱鉢）盟咄叫「m＼【e牒e胡詔義朝廿静柏」伸二トJ盟．野勺世匝触王将P緋朝匝咄・

史郎嫉洲喘封e旺桝胡廿嫉輔○

空焉レ

J刈胡立憲定臣忙叫楚呼出邪り一N＼「e牒謀咄蹴倒匠′毛ゆ二卜石竹悲境±漆槻射出匡岬塗り一機爵位旺緋柵※

訳卜平等坐櫛逮夜輔e輔胡匝唯一篭呼称立憲軸N＼Le柏r蕗・

肘項篤史蓋世固

′埜潜心J堕世村椿糾村帆填り一食山崎卜堕鰹軸単利型e加贈′亀崎二ト∩増山藩維嵩篭窪維相コ冊e帥窪Y粥○

山咄巨竜帥轄輔こ噴煙コ叫望墜剖匝咄′虻曽匝叫・
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平成 16 年第 18 回

諮問会議提出資料

（

2 004 年8 月2 日

2 1世紀政策研究所

理事長 田中直毅

「 旦宣土地 坐選定
視点 卜 統治の質の改善 v s 「郵政」事業の形態

1 ． 高齢化社会のリスク許容量と政府保証の傘との関連

2 ． リスクヘの挑戦を不可欠とする高付加価値社会と資本市場の健全性

3 ． 資本市場の形成を歪める肥大化した郵貯、簡保のバランスシート

4 ． 政府保証を明示的に†まずすことの意味

5 ． 政府関与についての「選択と集中」とユニバーサル・サービス

視点Il．統治の質の改善 v s 「郵政」事業の維持

1 ． 郵貯からのシステミックリスクのおそれの回避としてのリスク遮断の必要性

2 ． 持ち株会社方式によるリスク遮断は万全ではない

3 ． 持ち株会社による統治の質の充足という前提は満たされず

4 ． 三事業分離ならト£ ネットワーク事業や郵便事業の自由度は高まるはず

5 ． 看板価値としての郵便局ネットワークの維持は三事業分離でも追求可能

視点‖．統台の質の改善 v s 時間をかけた民営化の実施

1 ． 民間のネットワーク組成の急進展

2 ． 民営化法と改正郵政公社法との一括化を通じた早急な事業改革の必要性

3 ． 事業基盤を損うに至る遅れたテンポの民営化

4 ． 個々の家計による意思決定を促す官業の肥大化ではない郵便局を通じた投信販売業務の開始

5 ． 非公務員型公社による機動的経営の選択と生田総裁選任の意味

視点lV ．統治の質の改善 v s 過去の政府保証の連続・非連続

1 ． 政府保証の傘をすぼめることの緊急性

2 ． 株式会社のもとでの新業務に政府保証はなし（政府保証つきにビジネス・モデルの成立はなし）

3 ． 政府保証のついた旧契約の定観貯金と簡保とについては運用委託にあたってリスク管理にかかわる厳しい

指針の維持

4 ． 肥大化したバランスシートの圧縮からの液営上の困難を克服する手段の開発の必要性

5 ． イクァル・フッティング（民間企業同士の均質的な競争条件）の実現と競争を通じての成果への期待
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平成 16 年第 19 回

諮問会議提出資料

民営化基本方針の骨子

平成 1 6 年 8 月 6 日

経済財政諮問会誌

1・ 郵政公社の民営化に当たっては、以下の 3 つの視点を重視する。

・ 経営の自由度の拡大

・ 民間とのイコールフッティングの確保 ・

・ 事業毎の損益の明確化と事業間のリスク遮断の徹底

2・ 2 0 0 7 年4 月に郵政公社の民営化を行う。その後、移行期廟を設け、遅 （

くとも2 0 1 7 年には最終的な民営化の姿を実現することとするが、そこに

至る具体的なエ程については、更に検討して早急に結論を得る。

3 ．最終的な民営化の姿は以下のとおり。

（ 1 ）持ち株会社を設置するとと・もに、郵政公社が担う4 つの機能をそれぞれ

株式会社（窓口ネットワーク会社、郵便事業会社、郵便貯金会社及び郵便

保険会社）として独立させることを基本に調整する。

（ 2 ）窓口ネットワーク会社は、 3 事業の窓口業務、地方公共団体の公共サー

ビス、民間金融機関の業務を受託する他、小売・サ」ビス等地域 と密着し

た幅広い事業分野への進出を可能にする。また、住民？アクセスが確保さ （
れるよう設置基準等を明確化 し、過疎地の拠点を維持する。

（ 3 ）郵便事業会社は、郵便事業、国内外の物流事業を行う。また、ユニバー

サルサービス義務を課すこととし、その維持に必要な場合には優遇措置を

講ずる。

（ 4 ）郵便貯金会社・郵便保険会社は、民間企業と同様の法的枠組みに定めら

れた業務を行うこととする。また、新規契約分から政府保証を廃止 し、預

金保険機構・生命保険契約者保護機構に加入する。なお、リスク遮断の観

点から、金融市場の動向も見極めなが ら実質的な民有・民営を目指す。



（ 5 ）民営化前の政府保証が付いた郵便貯金・簡易保険については、何 らかの

形での公的な保有形態を考慮する必要があるが、その場合でも、管理・運

営は新規契約分と一括して行うとともに、損益は持ち株会社に帰属させる。

（ 6 ）地域の実情に合ったサービス提供を可能とするため、窓口ネットワーク

会社を地域分割するか否かについて、更に検討して早急に結論を得る。他

の新会社を地域分劃するか菅かについては、新会社の経営陣の判断に委ね

ることとする。

4・ 2 0 0 7 年 4 月の民営化の時点での組織の姿については、最終的な民営化

の姿を前提に、更に検討して早急に結論を得る。

5・ ユニバーサルサービスをどのような形態でどこまで義務づけるかについて

は、更に検討して早急に結論を得る。

6・ 民営化とともに、郵政公社の職員は、国家公務員の身分を離れ新会社の職

員となるが、人材の確保や勤労意欲・経営努力を促進する措置の導入等、待

遇のあり方について更に検討して早急に結論を得る。

7 一新会社は、移行期間の当初か ら、原則として納税等民間企業と同様の義務

を負うが、同時に新会社の経営の自由度も民間同様となるよう拡大 していく。

8 ∴ 2 0 0 7 年4 月の民営化までの時期は準備期間と位置づける。民営化に向

けた準備が迅速・円滑に進むよう、同期間におし1て、郵政公社は勘定区分、

子会社への出資、物流等の業務の拡大等に取り組み、政府としても必要な取

り組みを迅速に進める。

9・ 民営化の基本方針を取 りまとめた後、民営化に向けた詳細な制度設計及び

その後の円滑な準備作業に取り組む。

1 0・ 民営化後 3 年毎に民営化の進捗状況や経営形態のあり方を見直すための

委員会を設置する。
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